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令和８年度の事業について

こども家庭部こども家庭センター母子保健係

重点事業、新規事業等

重点事業

○妊産婦健康診査・乳幼児健康診査事業

妊娠期からの切れ目のない子育ての充実を目指し、母子の健康の保持・増進を図るため、

乳幼児健康診査を実施しています。これまでの健康診査に加え、産婦健康診査、１か月児健

康診査の助成と５歳児健康診査の実施に向け、医師会や歯科医師会、各関係機関等と連携

し、各種健康診査の充実に向けて取り組みます。

○産後ケア事業

出産後１年以内の母子に対して心身のケアや育児のサポート等を行い、産後も安心して子

育てできるよう令和元年度から事業を実施しています。産後ケアを希望する全ての産婦が事

業を利用できることを目的とし事業拡大を目指しています。令和７年１２月現在の委託は、

市内産科医療機関２か所、市内助産院３か所、市外産科医療機関・助産院２か所の計７か所

となっています。また、宿泊型を実施している市内産科医療機関において、通所型の実施に

向けて契約を調整しています。

○こども家庭センター体制強化事業

妊娠期からの切れ目のない支援を実現するため、児童福祉部門（こども家庭センター相談

係）と母子保健部門（こども家庭センター母子保健係）が一体となり妊娠期から包括的な相

談支援等を行い、児童虐待の未然防止を図っています。

また、２５歳以下初産の妊婦等に対し妊娠期から継続して支援を実施します。支援体制と

しては、予防的支援チーム（子供家庭支援センター統括担当者、ファミリーサポートワーカ

ー等）と母子保健部門専門職チーム（子育て応援パートナーマネージャー、子育て応援パー

トナー）を組んでいます。

○歯科保健事業（幼児歯科健診・フッ化物塗布事業）

１歳６か月児及び３歳児健診における歯科健診、５歳児歯科健診、幼児歯科健診を受診

し、フッ化物塗布を希望した児に対し、受診券を配布し、委託歯科医療機関において、フッ

化物塗布を実施します。３歳以降増加傾向が認められるう蝕罹患率の低下、あきる野市健康

増進計画の評価指標の「子どものかかりつけ歯科医を持つ親を増やす」ことを目指します。
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主な事業

１ 妊娠期の事業 ＜領域２＞

【事業概要】妊娠届を提出された方に、保健師等が面談を行い、妊娠・出産の経過や子どもの

発育状況等を記録する母子健康手帳を交付するとともに、育児パッケージ（子育て応援品）

などを配付する。

【事業概要】妊婦の健康管理の充実及び経済的負担の軽減を図り、安心して妊娠・出産ができ

る体制を確保するために受診費用の一部を助成する。

２ 子育て期の事業 ＜領域２＞

【事業概要】生後４か月までの乳児のいる家庭を対象に、乳児とその保護者の心身の状況及び

養育環境の把握並びに助言を行う。

妊娠届（母子健康手帳の交付）

実施年度 受理件数

令和５年度 ３６８件

令和６年度 ３８２件

令和７年１１月末 ２５２件

妊婦全数面談及び育児パッケージの配付

実施年度 配付件数

令和５年度 ３７４件

令和６年度 ４１５件

令和７年１１月末 ２７９件

妊婦健康診査（１～１４回目）

実施年度 受診者数

令和５年度 ４，２８２件

令和６年度 ４，３２７件

令和７年１１月末 ２，８０７件

里帰り等妊婦健康診査受診費助成

実施年度 助成人数

令和５年度 ３５件

令和６年度 ２７件

令和７年１１月末 １３件

新生児聴覚検査受診費助成

令和５年度 ２４件

令和６年度 ２０件

令和７年１１月末 ８件

初回産科受診料助成(生保・非課税世帯等

対象）

令和５年度 １件

令和６年度 ３件

令和７年１１月末 ２件

新生児訪問・乳児家庭全戸訪問

実施年度 訪問数 訪問率

令和５年度 ３９４人 ９９．５％

令和６年度 ３６８人 ９８．９％

令和７年１２月末 ２７４人 ９８．６％
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【事業概要】相談と必要な支援につなぐ「伴走型相談支援」及び妊娠期に５万円相当、子育て

期に１０万円相当のギフトカード（電子クーポン）を配布する「経済的支援」を実施する。

【事業概要】１歳を迎えた子どもの家庭が安心して子育てができるよう、アンケートの実施と、

家事・育児パッケージ(第１子６万円、第２子７万円、第３子８万円相当商品券)を配付する。

３ 健診事業 ＜領域２＞

【事業概要】子どもの健やかな成長及び発達並びに健康増進のため、月齢や年齢に合わせて乳

幼児健康診査を集団及び個別で実施する。

あきるの出産・子育て応援事業

（令和７年度～妊婦支援給付金）

ギフト名 実施年度 配付数

出産ギフト

令和５年度（令和４年度遡及分含む） ７７２人

令和６年度 ３８３人

令和７年１１月末 ２４８人

子育てギフト

令和５年度（令和４年度遡及分含む） ６８６人

令和６年度 ３７４人

令和７年１１月末 ２８４人

バースデーサポート事業

実施年度 配付数

令和５年度 ３１７人

令和６年度 ４１４人

令和７年１１月末 ２４４人

乳児健康診査

健診名 実施年度 受診者数 受診率

３～４か月児

(集団)

令和５年度 ３７８人 ９６．９％

令和６年度 ３５６人 ９８．１％

令和７年１１月末 ２５６人 １００．８％

６～７か月児

(個別)

令和５年度 ３５４人

令和６年度 ３７７人

令和７年１１月末 ２２８人

９～１０か月児

(個別)

令和５年度 ３５１人

令和６年度 ３８５人

令和７年１１月末 ２３０人

１歳６か月児健康診査(集団)

令和５年度 ４４８人 １０２．３％

令和６年度 ４２１人 １００．５％

令和７年１１月末 ２８２人 １０１．１％

３歳児健康診査(集団)

令和５年度 ４８２人 ９８．２％

令和６年度 ５２８人 １０７．１％

令和７年１１月末 ２９８人 ９８．７％



４

※１歳６か月児健康診査は２歳まで、３歳児健康診査は４歳まで受診が可能なため、前年度の

対象者が受診することで受診率が１００％を超えることがある。

４ 相談事業 ＜領域２＞

【事業概要】乳幼児の口腔の健全な発育発達を促し、心身の健康増進を図るために実施する。

【事業概要】トラストルピア月１回（令和６年度まではあきる野保健相談所月２回）、五日市保

健センタ月 1回、身体測定や母乳、育児、栄養、歯科など育児全般に関する相談

を実施する。

発達健康診査

実施年度 延べ受診者数

令和５年度 ７１人

令和６年度 ７４人

令和７年１１月末 ４４人

経過観察健康診査

令和５年度 ５７人

令和６年度 ７２人

令和７年１１月末 ４２人

乳幼児歯科保健事業

事業名 実施年度 回数 受診者数

歯科健康診査

令和５年度 ４０回 ３６４人

令和６年度 ２４回 ２９４人

令和７年

１１月末

幼児 ９回 ６６人

５歳児 ９回 ６２人

歯科予防処置

（フッ化物塗布）

実施年度 受診者数 塗布歯本

令和５年度 ６０４人 ９,２３３本

令和６年度 ５３７人 ８，６５６本

令和７年１１月末

※歯科医師会委託
２０７人 －

育児相談

実施場所 実施年度 相談者数

あきる野保健

相談所

令和５年度 ２４３人

令和６年度 １９５人

トラストルピア 令和７年１１月末 １５８人

五日市保健

センター

令和５年度 ７０人

令和６年度 ４３人

令和７年１１月末 ２６人
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５ 健康教育事業 ＜領域２＞

【事業概要】出産・子育てに向けて、妊婦とその家族を対象に保健師、助産師、管理栄養士、

歯科衛生士による講話や歯科医師による妊婦歯科健診を実施する。

【事業概要】乳幼児の成長に応じた適切な離乳食づくりを通して、食習慣の確立を支援するた

めに、講話と試食の提供を実施する。

【事業概要】食生活とむし歯の関係、口腔清掃の正しい方法、口腔疾患の予防及び口腔機能の

獲得を理解するために実施する。

６ 医療費助成事業

【事業概要】身体の発育が未熟なまま生まれ、入院を必要とする乳児が、指定医療機関におい

て入院治療を受ける場合に、その治療に要する医療費を市が負担する。

母親・両親学級

コース名 実施年度 回数 受講者数

平日コース

令和５年度 年１２回 ９６人

令和６年度 年１２回 ９０人

令和７年１２月末 ３回 １３２人

土曜コース

令和５年度 年 ４回 ６９人

令和６年度 年 ４回 ９１人

令和７年１２月末 ３回 ８７人

離乳食教室

コース名 実施年度 回数 受講者数

離乳食づくりスタートコース

（おおむね４～６か月児の保護者 ）

令和５年度 年６回 ３２人

令和６年度 年６回 ２３人

令和７年１２月末 ５回 ２７人

離乳食ワンステップコース

（おおむね５～１１か月児の保護者）

令和５年度 年６回 ２１人

令和６年度 年６回 ２３人

令和７年１２月末 ４回 １５人

幼児食ステップアップコース

（おおむね１歳児の保護者）

令和５年度 年６回 ７人

令和６年度 年６回 ６人

令和７年１２月末 ５回 ５人

歯みがき教室

（令和６年度までむし歯予防教室）

実施年度 回数 受講者数

令和５年度 １０回 １７人

令和６年度 １０回 １７人

令和７年１１月末 ７回 ２８人

未熟児養育医療助成

実施年度 給付件数

令和５年度 １７件

令和６年度 １３件

令和７年１１月末 １４件
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【事業概要】慢性疾患にかかっていることにより長期に療養を必要とする児童等の健全な育成

を図るため、東京都が実施し、市は申請等の手続処理を行う。

７ 特定不妊治療費助成事業（先進医療）

【事業概要】医療保険が適用されない高額な特定不妊治療（先進医療含む）を受診者の経済的

負担を軽減するため、医療費の一部を助成する。

８ 産後ケア事業

【事業概要】心身のケアや育児のサポートを必要とする方に対しての産後の支援を行う。

小児慢性疾患医療費助成

（東京都子ども医療費助成申請書等受理件数）

実施年度 新規受理件数

令和５年度 ８件

令和６年度 ５件

令和７年１１月末 １２件

産後ケア事業

実施年度 実利用者数
認定件数

宿泊型 訪問型 通所型

令和５年度 ６０人 ２０件 １９件 ４６件

令和６年度 １１０人 ２３件 ２６件 ６１件

令和７年度１１月末 １１３人 １２件 ３７件 ６４件

特定不妊治療費助成事業（先進医療）

※令和５年度新規事業

実施年度 助成件数

令和５年度 １件

令和６年度 ５件

令和７年１２月末 ２件

特定不妊治療費助成事業（経過経過措置分）
※不妊治療については、保険適用となったため令
和４年度終了事業。

令和５年度 ５件

令和６年度 １件


